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１３６ ジャコモ・マッサ  

《聖マタイの召命》を真に理解していた画家 

２０２５ 

真鍋友範 

               

            《酒場の情景》ジャコモ・マッサ 

 

《聖マタイの召命》への真の理解がなければ、当作品の正確なストーリー読み

取りには決して到達できない。 

 

 何故なのか。その理由を明らかにしよう。 
 

この作品のスト＝リーは、表面的な読み取りでは、理解不可能なのだ。 

 

ポイントとして、【若い妻の掲げた左手の親指を人差し指と中指の間に置く、

という動作】が何故生じたのか、そこを読み取れることがなければ、描画内容を

正確に理解できないのだ。 

 

まず、その為には、《聖マタイの召命》を正確に理解していることが、重要だ。 
 

 

《聖マタイの召命》では、髭男の二段階連続２択質問ポーズと、イエスの三段

階連続回答ポーズが理解されている必要がある。 
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イエスが、最終的に右腕を駅内大きく廻して、髭男の向こう側の人物、つまり

眼鏡の老収税史を呼び出す（召命する）までの、五段階のコマ送り動画をイメー

ジ出来なければ、正しくこの作品を理解できない。 

 

この絵画は、スナップ写真のような、一瞬の光景ではなく、ダ・ヴィンチの最

後の晩餐を凌ぐ、総合動態絵画なのだ。つまり、時間にするなら、数秒間の出来

事の描写なのだ。 

 

解読の最も困難な部分は、最初の髭男の２択質問ポーズの前半部分が、直接に

は描かれていない点だ。 

 

「お探しの人は、私ですか、それとも、隣の人ですか」 

 

「お探しの人は私ですか」を意味する自身の胸に親指を押し当てるポーズは、

描かれることなく、後半の「それとも、隣の人ですか」のみが描かれている。 

 

 

カラヴァッジョは、髭男の親指が立てられている状態によって、前半の質問部

分は、観衆に容易に理解されると判断したに違いない。 

 

しかし、実際は違った結果になった。誰からも、その重要なカラクリが理解さ

れなかったのだ。 

その結果、１７世紀美術史家ベッローリの誤った解釈を受け継いだローマ・カ

トリック教会派美術史家は、両替商である髭男がマタイであると判断し、ドイツ

学派美術史家は、俯いた若い収税史だと、間違った判断を下した。 
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さて、この作品のストーリーを正確に読み取る為には、《聖マタイの召命》と

同様に、描かれていない動作を読み取る必要がある。 

 

酒場の店主が、酒瓶を指さす前の、【描かれていない動作】の読み取りが重要

だ。 

 

それは、正にカラヴァッジョが《聖マタイの召命》で行なった、２方向を指さ

す動作なのだ。 

 

「私と貴方の二人で」という意味の、親指と人差し指でつくる動作だ。 

 

 

        

     ＊描かれていない動作（言わば行間）の読み取りが必須なのだ。 

 

表面的には、連続した後半部分の酒瓶を指さす動作だけが描かれている。 

 

若い妻が、何故、ロザリオを持った右手を、相手を侮辱しながら掲げた理由が

おわかりいただけただろうか。 

 

 つまり、この絵画の作品構成は、カラヴァッジョの聖マタイの召命を完全に理

解していたジャコモ・マッサでなければ描けなかったコマ送りの連続動態絵画

であったのだ。 
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